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新技術
情報名

現地ほ場におけるかんきつのウイルス
病の被害様相．

果樹 病害虫
分類 ③

１．成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

現地で栽培されているかんきっの山川早生、清見のウイルス病の保毒

及び被害発生状況を調査し、ウイルスリ病樹は、樹容積が小さく着果数

が少ないこと等が明らかになった。

（１）苗木から育成された山川早生の温州萎縮ウイルス（ＳＤＶ）感染樹

は、樹容穏、一果重が小さく着果数が少ない。

（２）カンキツタターリーフウイルス（ＣＴＬＶ）に感染した山川早生の

苗木は、衰弱したものが多い。

（３）清見のＳＤＶ及びカンキツエクソコーテイスウイロイド（ＣＥＶ）感

染樹は、樹容頑が小さく、特にＣＥＶ感染樹は、一果平均重、着果数

ともに少なく、新梢の発生が抑制される。

2)技術、情報の適用効果

かんきつウイルス病に対する認識が深まり、ウイルスフリー苗木への

更新が一層進む。

3)適用範囲

かんきつ生産地域

4)成果の利活用・普及上の留意点

現地ほ場でのウイルス病感染樹の発見は、外観での判別が難しいので、

県で実施しているウイルス検査事業を利用する。
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注）いずれもＣＴＶを保毒している。

その他特記事項

担当部科室名：果樹苗木分場・ウイルス無毒化研究室

研究担当者名：草野成夫、平島敬太、野口保弘

研究課題名：カンキツの優良台木と樹勢制御による

質果実生産技術の開発

期間：平成元年～３年

予算区分：経常

既発表論文・資料名等：平成元～２年度果樹苗木分

よる樹勢調節及び高品


